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ミソサザイ
分類 スズメ目 ミソサザイ科 

大きさ：10～11cm

鳴き声：チャッ、チャッ

見られる時期
・11月～3月

小鳥の森で見られる場所
・各小径や沢沿いなど

12

うちだ かいせ さん（6才）が描いてくれました。

バードウォッチングの季節

吐息が白く見え、冬らしくなる12月。一年の中
で一番バードウォッチングがしやすくなる季節に
なりました。その理由のひとつは、落葉樹（秋に
紅葉し葉を落とす種類の木）が枝と幹だけの姿にな
り、森の中がよく見えるようになるから。スギや
タケなど一年中葉を付ける植物もありますが、夏
のように重なり合う葉が少なくなり野鳥を見つけ
やすくなります。また、冬は虫などをはじめとす
る動物性のエサが少なくなり、野鳥たちは木の実
や種などを多く食べるようになります。このため、
森の中はもちろん、私たちが暮らす場所（公園や
庭）にある木の実などに集まり、目にする機会が
増えるようになるのです。
寒い日が続く季節になりますが、野鳥たちに出

会えるチャンスがいっぱい。あたたかい服を着て、
野鳥たちが夢中で食事をする姿を探してみてくだ
さいね。

シジュウカラ

ヤマガラ



栄坂が

＊小鳥の森通信「しじゅうから」はホームページでカラー版をご覧になれます。

＊園内の環境放射線量の詳細はホームページをご覧ください。

福島市小鳥の森（ネイチャーセンター） 開館時間：午前８時３０分～午後５時
《入場無料》休館日：毎週月曜日（祝祭日の時はその翌日）
〒960-8202 福島市山口字宮脇98 Tel：024-531-8411 fax：024-534-8800

小鳥の森のホームページ・・・http://www.f-kotorinomori.org/
小鳥の森通信「しじゅうから」2023年12月号№450／企画・発行：福島市小鳥の森／NPO法人野鳥の会ふくしま

今年も棚田ではニホンアカガエルが卵塊（らん

かい）（卵の集合体）を産んでいました。アカ

ガエルは春になり冬眠から目覚めると、まだ水

の中も冷たいうちに卵を産みます。これは天敵

である水生昆虫やヘビがまだ眠っているう

ちにオタマジャクシを成長させるためだと言わ

れています。

豊かな水辺の象徴

（しょうちょう）であ

るアカガエルの卵で、

今年も小鳥の森の豊か

な自然を感じることが

できました。

年末・年始のご利用について

スタッフだより

自 然 情 報月４ いきものニュース 月

自然のお便り

11

小鳥の森HP

年末年始のお知らせ

2023年も残りわずかとなりました。今
年は福島市小鳥の森が「開園40周年」を迎
えた節目の年でした。11月3日に開催した
40周年記念イベントには、たくさんの方々
に足をお運びいただきました。改めて御礼
申しあげます。
小鳥の森は2023年12月29日（金）～

2024年1月3日（水）が年末年始の休館と
なります。シジュウカラの小径をはじめと
する観察路などは通常通りご利用いただけ
ますが、野外トイレなどはございませんの
でご注意ください。
2024年も引き続き小鳥の森をご利用いた

だけますようスタッフ一同お待ちしており
ます。
皆さま良いお年をお迎えください。

雪の大きさ・質いろいろ

冬になると雪が降るようになりますが、よく観察し
てみると粒の大きさや触りごこちが違うことが分かる
と思います。
大きくボトボトした重い雪、細かくサラサラした軽

い雪。その違いは水蒸気（ガス状態の水）や気温が関
係しています。
空の高い場所は気温が低く、水蒸気（気体）はこ

おって氷の粒（個体）へと変化し結晶します。その氷
の粒が重たくなって空中に浮いていられず、こおった
まま地上へ落ちてくるものが雪の正体です。海の近く
など水蒸気の量が多い空では氷の粒がたくさんでき、
おたがいにくっついて大きな雪になります。逆に陸の
上空は水蒸気が少なく小さなまま雪に。また、気温が
高い場所では結晶が溶け、傘が必要な湿った雪になり
ます。反対にぐっと冷え込んだ低温では結晶のまま降
り、サラサラとした粉雪になります。
今年の冬はどんな雪が降るのでしょうか。ぜひ

観察してみてください。

鮮やかな葉・冬鳥の訪れ

11月の最初の週は夏日（25℃以上の日）が記録されるなど、秋とは思えない気温に
驚くこともありました。その後、急に冷え込んだせいか園内の木々は紅葉が進み、森
の中はカラフルな葉で彩られました。緑色から赤色やオレンジ色や黄色に変化してい
くグラデーションは、この季節だけの美しさです。色付いたサクラやカエデ、エノキ
などの葉がはらはらと落ちていくようすに、にぎやかだった季節の終わりと静かな冬
の訪れを感じました。
また、今年も小鳥の森に冬鳥のツグミの仲間がたくさん入ってきました。集団で森

の中をいどうする姿や、木の実を食べるようすなどを観察することができました。

ツグミ（冬鳥）オオモミジ（赤色に紅葉） エノキ（黄色に黄葉）
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